
応用物理学会における表彰に関わるガイドライン 
 
１． 本ガイドラインは、応用物理学会の本部および応用物理学会内組織すべて （以

下「本会」という）がおこなう表彰に関して、応用物理学の発展のために表彰

制度の活用とその健全な運用を図るために定めたものである。 
２． 本会がおこなう表彰は、賞およびフェロー称号の授与とする。 
３． 本会がおこなう表彰は、応用物理学に関する学術的功績、人材育成に関する功

績、産業技術の発展に関する功績、学会の運営・発展に関する功績を対象とす

る。 
２）選考にあたっては、本会の名のもとに刊行する機関誌、論文誌等の著作物およ

び講演、研究会等の活動への寄与を考慮するものとする。 
４． 賞の設立は以下の手順に従うものとする。 

①本部が行う表彰（基金を原資とする表彰を含む）については、表彰規程を策定

し、総務委員会における確認を経て、賞の趣旨とともに理事会の承認を受ける。

その際、表彰委員会において事前に、既存の賞との重複、提案内容の確認等を

行うこととする。 
②支部・分科会・研究会・新領域グループ（以下「支部・分科会等」という）が

行う表彰については、表彰規程を策定し、賞の趣旨とともに総務委員会の承認

を受ける。その際、総務委員会において、既存の賞との重複、提案内容の確認

等を行うこととする。 
５．表彰規程の策定 

   表彰規程の内容、規程項目の要件は以下のものとする。支部・分科会等が策定

する細則規程は、本部が定める共通規程の定めるところに従う。 
①規程すべき内容 

表彰規程には、表彰の名称、表彰の目的、表彰の要件、表彰の件数、表彰の対

象者、応募方法、選考委員会の設置、選考結果の承認の方法、選考結果の公表、

表彰の方法、規程改正時の手続きの方法について定めなければならない。 
②規程項目の要件 

ア）表彰の名称 
表彰名は、学会名を冠称するものとする。支部・分科会等の賞名には当

該組織名を合わせて冠称する。（例：応用物理学会○○分科会△△賞） 
イ）表彰の目的 

表彰は応用物理学会の定款に定める目的に沿ったものであること。 
ウ）表彰の要件 

表彰の対象となる業積について、評価の目安（例：年齢、対象となる貢

献期間、重要性など）を定める。 
エ）表彰の件数 

当該表彰の対象期間における表彰の最大件数、または、対象となる母数 
（講演件数など）に対する最大の割合を定める。ただし、その割合は 10％
以内とする。 

オ）表彰の対象者 
原則として、応用物理学会会員（個人）、分科会会員（個人）、応用物理
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学会会員（個人）あるいは分科会会員（個人）を含む組織・グループと

する。ただし、1 年度内（1-12 月）ですでに同一の賞を受賞した個人ま

たは組織・グループは、対象としない。 
カ）表彰の応募方法 

賞の主旨を考慮し、応募に関わる自薦・他薦の別を定める。 
キ）選考委員会の設置 

選考に関わる選考委員会の設置、委員の選出方法、任期を定める。 
ク）選考結果の承認方法 

選考委員会の選考の結果について、その承認の方法を定める。承認は本

部のおこなう表彰については理事会、支部・分科会等のおこなう表彰に

おいては、それぞれの運営に関わる決定組織とする。なお、支部・分科

会等は理事会に選考結果を報告するものとする。 
ケ）選考結果の公表 

選考結果は、応募件数、選考委員名とともに公示するものとする。 
コ）表彰の方法 

表彰は原則として当該表彰をおこなう組織の長が賞状等を授与する。 
   サ）規程改正時の手続き 

規程の改正は、原則として総務担当理事の承認を得て行うが、共通規程

など賞の性格・内容等により理事会承認とすることがある。 
６． 受賞者の選考は、選考委員会を設置し厳正に審議をおこなう。選考委員が表彰

の候補者となった場合は、選考委員または候補者を辞する、また選考委員と候

補者に関係がある場合（指導教員と学生、家族、同一所属（部署）など）は該

当する候補者の選考には加わらないなど、公平な選考を行う。 
７． 表彰は受賞者が選考された後、すみやかに公の場所において、原則として表彰 

の母体となる組織の長がおこなう。 
８． 表彰に関わる費用については、原則として表彰をおこなう組織で支出するもの 

とする。 
９． 本ガイドラインは、理事会の承認を経て改正することができる。 
 
附則 

本ガイドラインは、2006 年 9 月７日より実施する。 
2008 年 12 月 19 日 理事会 3 条 2 項追加。5 条に追加 
2009 年 11 月 18 日 理事会 改正 
2022 年 5 月 13 日  理事会 改正 
2023 年 7 月 5 日  理事会 改正  
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